
 埼玉県青少年健全育成条例の一部改正について 

 

１ 概 要 

 埼玉県青少年健全育成条例は、平成 30 年９月定例県議会で、自民党県議団から

の提案により JK ビジネス（女子高生を対象にしたガールズ居酒屋、撮影会等）及

び自画撮り被害（児童ポルノの提供を求める行為）の防止等の条例改正が行われた。 

 その際に条ずれがおき、本来規制すべき対象が未規制となっていることが判明し

たため、６月定例県議会において議員提案により条例の一部改正を行ったもの。 

 

２ 内 容 

  埼玉県青少年健全育成条例第 20 条「場所の提供及び周旋の禁止」では、同条第

１項第８号「前条に規定する行為」として、第 19 条の２「入れ墨の禁止」に係る

場所提供を規制していた。 

 平成 30 年 10 月 16 日の条例改正で第 19 条の３「児童ポルノ要求行為の禁止」が

新たに追加されたため、規制の対象ではない第 19 条の３が対象となり、本来規制

対象の第 19 条の２「入れ墨の禁止」が規制対象から除かれてしまっていた。 

 ＜平成 30 年改正後の条文＞ 下線（追加条文） 

（入れ墨の禁止） 

第 19 条の２ 何人も、正当な理由がある場合を除き、青少年に対し、入れ墨を施し、受け  

 させ、又はこれらの行為を周旋してはならない。 

（児童ポルノ等の提供を求める行為の禁止） 

第19条の３ 何人も、青少年に対し、当該青少年に係る児童ポルノ等の提供を求めてはな 

らない。 

（場所の提供及び周旋の禁止） 

第20条 何人も、次に掲げる行為が青少年に対して行われ、又は青少年がこれらの行為を行

うことを知つて、場所を提供し、又は周旋してはならない。  

(1) 淫らな性行為又はわいせつな行為    (2) 暴行又は脅迫 

(3) 麻薬、大麻、あへん又は覚醒剤の使用 

(4) トルエン又は酢酸エチル、トルエン若しくはメタノールを含有するシンナー、接着剤、 

充填料若しくは塗料の不健全な使用 

(5) 賭博 (6) 喫煙又は飲酒 (7) 第18条の２第１項に規定する行為（下着等の買受） 
(8) 前条に規定する行為 

   

３ 対 応 

  ６月定例県議会において自民党県議団からの議員提案により条例の一部改正 

 を行い、第 20 条第１項第８号「前条に規定する行為」を「第 19 条の２に規定 

 する行為」に改めた。（令和２年７月７日公布・施行）   
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